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はじめに

ニュー・メキシコでの体験を回想したエッセイ「ニュー・メキシコ」（‘New Mexico')で、D. H.

ロレンス(David Herbert Lawrence)はニュー・メレキシコについて次のように述べている。　　。

ニュー･メキシコは私のした外部世界からの体験のうちこでもっとも重要な体験であった√

と思う．それは確かに私を永久に変えたのである．奇妙に聞ごえるこかもしれないが、現在

の､し文明の時代から、つまり、:物質と機械の発展する大きな時代から、私を解放してくれ

たのは4ニ･ユー･メキシコであった．１）　　．･．･･．・　　　　　･．　　　．・　　　　．．･

さらに続けて、ロレンスは最初のニユ十・メキシコ訪問の際に訪れた場所及びそめ前に住んでいた

シチリア（Ｃycilｙ）に９いて次のように述べる．･･.・.･.･　.・・.　　.･.　　　　　　　　　･.･.･.・.

南方仏教のも=つとも神聖な聖地､セイロン(Ceyl卯、現在のSri Lanka)のカンディ(Kandy)

で数ヵ月過ごしたが、当時私を支配していた物質主義及び理想主義の大いな/る精神に触れ

るものはなかった。シチリアのこの上ない美しさめ中で√七）まり、今もなお生きている古

代ギリシヤの異教精神のまっただなかで数年過ごしたが、当時私の人格の確立の基となっ

ていたキリスト教の本質が破壊されることはなかうた。ヘオーストラリ△ア(Australia)で

の生活は夢を見ているような、忘我の境にあるようしな状態であったが､◇忘我の状態は長続i

きはしなかったので､犬自己は変わらないでもとのままであった６タヒチ(Tahiti)は、一

瞥しただけでいやになっIた。カリフォルニア(California)は･･､ﾉﾌﾞ

とでいやになった。西部沿岸に宿る霊(the spirit of place)ヤには奇妙な残忍性がある

ように思われた6それで私は、ああ！立ち去らなければ！、と痛切に感ﾄじたj。(NM 142)

　上に引用した、ニュー･メキシコでの体験とカンデイ、シチリア、オーストラリア、タヒチ、

リフォルニアでのそれぞれの体験とを比較した言説のなかから、ニュー･メキシコでの体験か、

カ
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たちは（パこリ郊外の）プローニユの森や（とユし・ヨ←ク市の）セントラル･パークを急

いで歩き回るように容易にお前の回りを足早に歩き回りている６=今や不思議なものは何も

ない、私たちはそこに行うて、それを見て、それについてすべて知づているから。私たち

は地球を知ったので･、地球は知り尽くされた６ト　∧　･･。。･。　･。　　　･･。

　これは√表面的には、まったくその通りである。表面的には、つJまり水平的･平面的に

は、私たちはあらゆる所に行って√あらゆることをして√すべて知づている。それにもか・

かわらず、私たちは、表面的:に知れば知るほど、垂直的には宍、ますます内部に入り込んで犬

いかなくなる。(NM 141)　　　　　犬　十　　　　尚　　犬　　　犬

ロレンスはニュー・メキシコの内部に入り込んでいくには、万もう一度ニュー・メキシコに行き、生

活してみなければならなかったのである。　　　　　　　＝ニ　　　　　　　犬　　　　　　ダ

　本稿では、まず、ロレンスがアメリカからイギリスに帰らなければならなくなった時の彼の心情

について触れ､、次にロレンスが再度ニュー・メキシコに行くようになった経緯にりいて見る。最後

にロレンスの二度目のニュー・メキシコ体験のおよそ一ヶ月後に書かれた二つめエッセイと一編の

詩を取り上げ、考察していく。その考察を通して、二度目のニュー・メキシコ体験によづて、ロレ

ンスの「魂の新しい部分が突然覚醒し√新七い世界が旧い世界に取って代わった」（NM 142)実態

を明らかにして、異なる文化を理解する手がかりを探っていきたい。　犬

　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ十　　　　　　　ト　１　一一 ･■　　　　　■

ニロレンスが再度ニュー・メキシコSこ行くようになった経緯について触れる前に、彼がアメリカか

らイギリスに帰ることになった当時の彼の心情について見ておきたいノ当時のロレンスの心情と再

度のニュー・メキシコ行きとは密接に関連していると思われるからである。　　　　　　　一

　重要なことは、ロレンスがイギリスに帰りたくて帰づたわけではない、ということである。妻フ

リーダの帰ってくるようにとの強い要請をロレンスはしぶしぶ受け入れて、1923年11月22日にメキ

シコ（Ｍｅｘｉｃｏ）のヴェラクルス(Veracruz)からドイツの客船トレド号（Ｔｏｌｅｄｏ）でイギリスに

向かった。フリーダは子供たちや母に会いたい思いに駆られて√3ヵ月前の8月18日に独りでヨーロッ

パに旅立っていたのである。ロレンスはその時妻と一緒にイギリスに帰る船の予約をしていたのだ

が、それも妻の意向を受け入れてそうしただけであったので、結局帰らないことにしたのであった。

キャサリン・カーズウェル(Catherine Cars well)によると、｡ロレンスがイギリスに帰：るフリーダ

を見送りに行った際、二人は桟橋でそれまでしたことのない］ようごな=激しい喧嘩をしたので、二人と

もそれぞれこの別離は永久の別れになるのではないかと感じたという。4）ロレンスはイギリスに向

かって旅立つ時、ゲッチェ（Ｋｏｉ Gotche、デンマーク人、画家、最初のニュー・メキシコ、タオ

ス（Ｔａｏｓ）滞在中に知り合い、親しくなった、タオズの芸術村べ曲ｅ colony of artists)のプ員、

ロレンスがフリーダと別れたあとアメリカでもメキシコでもロレンスと行動をともにしていた）と

一緒であった。デンマーク(Denmark)に行くゲッチェの旅費はロレンスが出した。このようにし

てゲッチェと一緒にヨーロッパ行きの船に乗り込んだということには、独り旅を嫌うと同時に、イ

ギリスに戻るのがいやいやながらであるというロレンスの心情の一端が現れているように思われる。

　妻フリーダの強い要請をしぶしぶ受け入れ、イギリスに帰る船上のロレンスの心情はいかなるも

のであったろうか。この船旅の間にロレンスの書いたものは二通の絵はがきしか知られていない。

二通ともキューバ（Ｃｕba）のハヴすナ(Havana)､についたことを知らせる簡単なもので､=出港し

て3日後に寄港したハヴァナで書かれたもの。一通は姪のマーガレット(Margaret Emily King、
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たちと共に喜び合って生きていく生き方の一つの答えを見出す。一群のネズミイルカは、ロレンス

がその実現を願って止まないラーナーニム(Rananim)を実現しているのである。

　ラーナーニムとはロレンスの希求する共同社会である。彼の希求するラーナーニムは第一次世界

大戦中に考え出されたもので、それは、ロレンスのことばをそのまま使えば、次のようなもので

ある。

私は20人ほどの人間を集め、戦争と不潔きわまるこの世界から船出して、小さなコロニイ

を設立したい。そこでは金銭はなく、生活必需品に関する限り、２種の共産主義社会制度

となる。そこには真の品位がある。それは共同体の各成員の真の品位に基づいて設立され

るコミュニティとならなければならない一成員は善であるという前提に基づいて設立さ

れる共同体であり、悪であるという前提に基づくものではない。7）

そして、ラーナーニムでの生活は、＜唯一の富が人格の高潔であるので、各成員は自己の本性を最

大限に発揮し、自己の内心の欲望を極限まで満足させるのであるが、しかし、究極の満足と歓喜は

私たち全成員が完全に一体となることにある＞（ii 271)、というものである。

　ロレンスがロンドンに着いてまもなく、ネズミイルカの動きの中にその実現の一例を見出したラー

ナーニムをニュー・メキシコで実現すべく、友人たちに話したとしても不思議なことではない。

　キャサリン・カーズウェルによれば、ロレンスが生涯でただ一度家庭外で開いた晩餐会は、「カ

フェ・ロイヤル(Cafe Royal)晩餐会」であったという（SP 206）。その晩餐会で、ロレンスは招

待した友人たちの一人一人にニュー・メキシコに行って新しい生活を始めようと訴えたのである。

「カフェ・ロイヤル晩餐会」の聞かれたのは、ロレンスがアメリカからロンドンに到着して９日か

ら13日後の間であると考えられている。「カフェ・ロイヤル」はロレンスがよぐ知っていた唯一の

ロンドンの高級レストランである。ロレンスはアメリカで印税による収入がかなりあるようになっ

ていたので、第一次世界大戦中に世話になった友人たちに感謝するためにこの晩餐会を開いたので

ある。出席者はロレンス夫妻を含めて10人というささやかなものであった。招待された友人たちは

キャサリン・ガズウェルと夫のドナルド(Donald)、S.コテリアンスキイ(Samuel Koteliansky)、

ジョン・ミドルトン・マリ（John Middleton Murry)、ドロシイ・ブレッド(Dorothy Eugenie

Brett)、マーク・ガートラー(Mark Gertler)、メアリイ・キャナン(Mary Cannan)である。ニュー

･メキシコでラーナーニムの生活を始めようという訴えに反対したのはメアリイ･キャナンだけであっ

た。他の友人たちはみなロレンスの訴える切迫感とアルコールに負けて肯定的な答えをした。8）

　しかし、「カフェ･ロイヤル晩餐会」のあとで、∇ロレンスに従ってニュー・メキシコに行く態度を

明確に示したのは、ブレッドとマリの二人だけである。周知のように結局のところ、ロレンス夫妻

と共にニュー・メキシコに行ったのはブレッドだけであった。しかし、ニュー・メキシコに旅立つ

前日、ロレンスが義母のアンナ･フォン･リヒトフォーヘン男爵夫人(Baroness Anna von Richtho-

fen)に＜ブレッドは一緒に行＜。々リはあとで来る＞（iｖ 598)と=断言していることを考慮すると、

ロレンスはニュー・メキシコでのラーナーニム実現に望みをかけて、1924年３月12日にイギリスを

あとにしたのかもしれない。　　　　　　　■　　　　■　　　　　㎜

　イギリスに戻って、ロンドン、故郷のノッティンガム(Nottingham)、フレデリック・カーター

(Frederick Carter､画家で占星術や神秘学に興味を持っていた）に会うために出かけて行ったシュ

ロップシャー(Shropshire、現在はSalop、カーターとの出会いはロレンスの最後の本「アポカ｡･リ

プス論」（Ａｐｏｃａりｐｓｅ）を産み出す）､9）パリ、バーデン・バーデンで過ごしたヨーロッパでのロ

レンスの３ヵ月の生活は、ハリイ・Ｔ．ムア(Harry Ｔ.Ｍｏｏｒｅ）の言うように、惨めなものであっ
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た。1°）ロレンスがアメリカに残っている間に、フリーダとマリは親密な関係にあうたのではないか

という疑念、マリの創刊した月刊雑誌「アデルフィ」（Ａｄｅｌｐｈｉ）に対する不満、風邪に悩まされ

る日々。その３ヵ月の生活は次の二通の手紙にほぼ要約されているのではないかと思われる。一通

はイギリスに帰づてきて二日後に義母宛てにドイツ語で書かれた=もの、しもうヤ通はニユ≒）ノメノキシ

コに戻る5日前にカーター宛てに書かれたもめである。　　　＼十　　　　　………

再びここに帰ってきました。フリーダはすてきですが、･イギリスはいまいましい。私は

ダはすてきなフラットを持っていますｰしかし、私は檻に閉じ込められたコヨーテのよ

うに歩き回り、休むことができません。今月の末にパリに行き、そのあとバーデンに行こ

うと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥

　私の遠吠えが聞こえますか。　　　　　‥‥‥‥　　‥:……､……:万l宍（義母宛で宍の手紙、iv 542)

　来週の水曜日アキタニア号(Aquitania)でニュー・ヨークに向かおうと思っています。

私の出版社が変になっているように思われるのです。それで急いで行かなければなりませ

ん。マリが「アデルフイ」に例の占星術に関する記事を掲載していないめ1を知って私もがづ

かりしました。彼は４月号に載せると言っています。しかし、彼はそれを３月号に掲載す

るために受け取ったはずだ。ふん、彼は信用できない。＼

　私はヨーロッパにも、ヨーロッパのせかせかしているせわしなさにも、ヨーロッパの

複雑さにもうんざりしています。　　　　　　　　　　　………（カーター宛ての手紙、iv 593)

カーター宛ての手紙については、補足しておいた方がいいかもしれない。ロレンスがアキタニア号

を選んだのはイギリスのサウサンプトンからニュー・ヨークまで６日間という速さのためであった。

アメリカの出版業者トマス・セルツア(Thomas Seltzer) (D経営する会社は1919年に営業膏始め

た小さな会社で、ロレンスの小説「恋する女達」（ＷＯ men in Lo､ﾉ&）を出版する出版社がなかった

時、1920年に私家版で出版した。それ以来ロレンスの作品を出版し続けていた。ロレンスのアメリ

カでの印税収入の増大は彼に依るところが大きい。その会社が経営不振に陥っていたので、ロレン

スは急いでアメリカに行＜必要があると思ったのである。な/おj､＼＜例の古星術に関する記事＞とは、

カーターの「古代の占星学」（･The Ancient Science 。fA琵rology')とい=う‥土宍ヅセイであるレロレ

ンスがシュロヅプシアーのカーターを訪ねた時、二人はシンボlリズムの研究方法、魂についての古

代人のもろもろの考えとその妥当性、世界の終末に関するエッセイを書き、本を出版することなど

について論じ合った。　　　　　　　　　　　　　　　　し　十＼　　　　　＼………

　ロレンスがニュー・メキシコをラーナーニム実現の場所と∇しすﾚ選んだのは√ブレンダ・々：プドク

ス(Brenda Maddox)の主張するように、健康上の理由を十分考慮に入れてのことであろう。11）

それと同時に、ロレンスにはイギリスは＜大英帝国のなかでぽんとうに軟弱な場所、腐った場所で

ある＞という確信があった。12）その確信は、第一次世界大戦をﾉ契機に産み出され、その後のヨーロッ

パ体験の中で募っていったヨーロッパキリスト教文明そのもjの=に対するロレンスの強い不信の念に

基づくものである。ロレンスはヨーロッパキリスト教文明め知;=ぱ取って代わるべき知を新大陸･新

世界のアメリカに求めたのである。そのきっかけを作っ=ためがメイベル・ドッジ、スターン

(Mabel Dodge Sterne、再婚後Mabel Dodge Luhan)であっjた6メイベルはむレンスにニュー・
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メキシコのタオスに来て、滅びつつあるアメリカ先住民の魂とその生活を書き留めてほしいと懇請

した。ロレｙスはそめ懇請に答えてニュー・メキシコ体験をした。13)ぞして、もう一度ニュー・メ

キシコに行くことを決めためである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六白　ト

ｎ

　エッセイ「ニゴー・メキシコ」の後半で七回に渡って繰り返す＜私は決して忘れないであろう＞

の＜忘れない＞もめはいずれもニュー・メキシコで接したアメリカ先住民に関わるものである。そ

れで、二度目のニュー・メキシコ滞在のはじめにロレンスの接したアメリカ先住民に関する彼の言

説に注目したい。アメリカ先住民との接触はロレンスにどのように作用したのか。その作用をロレ

ンスはどのように受けとめためか、受けとめようとしたのか。そういったことを考察するためには、

アメリカ先住民に接したあとで書かれたロレンスの二つめエッセイとナ篇の詩に依る＼のがいいだろ

う。二つのエッセイとは「アメリカインディアンと娯楽」（‘Indians and Enteれainment')、「芽

を出すとうもろこしの踊り」（‘Dance of the Sprouting Corn')であり、一篇の詩は「ああ！　ア

メリカ人たちよ」（‘Oh! Americans') である。　　　　尚　　　　　　　＼

　エッセイ「アメリカインディアンと娯楽」は、1924年4月９日にタオスのプエブロ（アメリカ先住

民の集落）でアメリカ先住民の踊る踊りを見たあとで書かれたものである（踊りを見た11B後の４

月20日･までには書き上げられていた）。標題が示しているように、このエッセイでロレンスはアメ

リカ先住民の娯楽について述べているのであるが、アメリカ先住民の娯楽一般について述べている

わけではない。ケロレンス自身が見て、体験したものに基づいて述べているのである/。

　ロレンスはアメリカ先住民の踊りを娯楽と捉えて､j現代文明のもとに生きている白人の娯楽とア

メリカ先住民の娯楽の違いを明らかにしようとする6白人め娯楽とアメリカ先住民の娯楽を対照し

ながら、ロレンスはアメリカ先住民の意識の深部にたどりつこうとする。

　ロレンスは白人の娯楽とアメリカ先住民の娯楽の違いを明らかにするに当たって、次のことを前

提にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

①　アメリカ先住民の意識の仕方は白人の意識の仕方とは異なうでいて、二つの意識の仕方は互い

　に相手め意識の仕方に対してきわめて有害なものである。　　＼　　　　　　　　　　　　ト

②　これら二つの意識の仕方は決してアつになることもできないし、調和することもできない。

③　私たち白人は私たぢの意識を殺すことによづてしか、アメリカ先住民の意識を理解することは

　できないノ　　　　　　　　　　犬

④　私たち白人がすることのできる唯一のことは、二つ以上の意識の仕方を見ることのできる「聖

　霊」(Ghost卜を私たちの内に持つことである。一人の人間は意識の仕方において、同時に二つ

　以上の世界に属することはできないからである。14）

これらの前提は、ロレンスが二度目のニュー・メキシコ体験によって、発見･認識したものに基づ

いている。④において用いられている「聖霊」とは、対立的関係にあるとされるものを止揚するも

のの象徴として、ロレンスが使うことばである。ロレンスは当時の白人のアメリカ先住民に対する

態度を批判的に見るようになって､このように認識するに至ったのである。　　　　　　　ノ

　ロレンスは当時の白人のアメリカ先住民に対する態度を二つに大別しているJ一つは一般大衆の

アメリカ先住民を嫌悪する態度であり、もう一つはインテリのアメリカ先住民に対するI感傷的な態

度である。インテリの態度に対するロレンスの批判は痛烈である。＜インテリは精神的に策略をめ
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ぐらせて、＞自分自身も他人宍もごまかして、すﾒﾘｭｶﾞ::イ

神々に近い.ど信じる＼ようﾚにﾚしでいる＞上(ＭＭ･53八十=.=:こと･

る態度を批判する．＼アメエリし力先住民に対す希十般大衆

対じて感ﾄじる伺.じ感情に由来していくる√とロレンスは

ンは私たごち:こ白人に調和しない､……j私.たち白.･人め方に歩み

の仕方全体が私たち白人と異スならでいる>(MMｿﾞ52岫

＼さらに√ヤ＼レンズは白人め娯楽jとア=メリガ=先住民の

は古代ギリシヤの初斯の宗教儀式からj発展しだも.ので

は√ディヴjｲ=ﾌﾟﾄﾀﾞ･‥≠ﾘ･ス十(Ｄ面id Ellis)が指摘しヤぐ

ン(JaneﾚHarrison)の∧｢古代め芸術と祭式｣ト(Å加面

レンズはこレめ本を読んで感銘した旨を√グロイ

同僚の一人に宛でた1913年10月28日付けの手細

アメリカ先住民の娯楽にういての考え方を

考え方を打ち壊さなけれ=ばならない万と七で、=ロレ

て、Ｕ：レンス･は次､めように主張するよ通常古代ｷﾞﾘﾌﾟ

捧げられたノこの神が演じられる演劇の本来の観客

れる。これが演しじ乙者と観客のいる劇場の始まりで

者とが最初から分断ざれでいたJ観る者は丿神五〉｢

｢神｣､＼｢女神｣は、結局のところ、ある特定の思想や

長期にわたる発展の過程TC私たち自身が私だ=ち自ﾉ身l

に捧げ/られる=6私たち｡はある一つの排他的な考え方

見せものを裁定する6　〉‥‥‥‥‥　‥‥=‥‥‥‥I

　そして、ロレンスは自分の見なアメ‥ﾘﾍｶ先住民

鼓の回りを輪=になって踊る踊り＞、ﾉく火の回りくを踊］

＞を､ﾚ彼め捉えた/ままjにことばで再現しようとするレ

ンズは白人としでの意識を捨て去り√アメサカ先住=j

　ロレンスの捉えたアメリ＼力先住民の意識は次のjよ………

い。アメリ:ヵ先住民は自分たちが神に/よって創造j

には定義された神め概念がない6＼アメノリノカ先住民l

波となうて永久万に流れていﾉる大洪水であjるj。=すべう

創造されたものの結末というものがな｡いよ｢神｣△と=

ﾉとの区別は=ないこすぺてめものが創造のふしj

す場合も＼あり√優しさをも=た)らす場合もﾆある]．

･ある．･　　　　　　　　　　　･．．･．・･　　　．．･

　アメリカ先住民の意識をごのように捉えるンゴレ

をかっ切るアパッチ族の戦士も創造の不思議:の十

なったイエスを√情け深い聖母マサアを受け容､れ石:jのぱご=ﾌﾟ

意識に基づぐものである√1とljレンズは捉えるg……………ﾌﾟ∧]………:…………==.･..1

　そしてごロレンスユは＜私たちトい白人) ii倉ll造=jと万,:Vvう=万=も万に4

ならな.い＞∧(MM 60)こと主張す恥．……=……………………＼………=･.･.j゛:J.･I.:1万･･･.:=･.･

ロレンスはアメリカン先住民の踊りを次のよ=1うに

の演劇に見ら万れる:ような演じくる者ﾚと√観る者七の

.j白人ぐよ:……り…………も･
.･.,真=

･の理想的な

ﾚの≠ﾒﾚﾘﾆｶﾉ先住民に対す

(態度ﾚも＼アメ丿し力先住民に

ﾒﾌﾘ丿.カインディア

ダディ＼ｙ＼ｙの存在

ｿたづで4=ニ演劇

宍ふ……こ
I.｡

･の･考え方

イツ∇づペリ¨ソ

であちう。ロ

==でいたと＼きの

いての

ノそし

式は､そめ神に

力めに演じら

ﾉじ:る者とﾉ観る

唯宍げﾚられ｡た√

着していぐ。

ﾄものは/私たち

√その

7くる歌＞､=ﾉ＜太

･ﾉ壮観な鹿踊り

よづで√ロレ

yに＼は神:はいな

ﾚﾒｻﾞﾘ……カ･先住民

おﾉ七:く……も.･.ある

るので

の内にﾚあ石ﾉという

えていかな:ければ

フノ１

しな
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い。支配的な考え方もなく、裁定もない。アメリカ先住民は自分自身の演じる演劇め不思議の一部

となっている。その演劇には始めもなく、終りもなく、すべてのものが含まれている。その演劇は

裁定されることもない。演劇の外には裁定するものなど何も存在しないからである。　　　｡･:　　。

　さらに√ロレンスはアメリカ先住民の踊りを次のように捉えて、アメリカ先住民の意識に達しよﾀﾞ

うとする。アメリカ先住民の踊りでは、精神は仕えるもの/としてあるだけで、人間を創造の不思議

にただ一途に忠実であるようにするだけである。創造り不思議というものがつねにあるからである。

精神は創造の不思議の前で屈服する。‥精神は善悪を判断するのではなく√真偽を判断するのである。

そして、ロレンスはアメリカ先住民の意識について次のような結論を下す。△アメリカ先住民は、

アメリカ先住民の意識の内に生きている限り、二つの否定的な戒めと一つの肯定的な戒めしか持っ

ていない。否定的な戒めめ一つは＜汝、嘘をりくな＞、もう一つは＜汝、臆病者仁はなるな＞、肯

定的な戒めは＜汝、不思議を認めよ＞(MM 61)。アメリカ先住民にとぅて､＼悪とは嘘をつくこと、

臆病であることにあり、悪意は呪術、りまり、創造の不思議を個人の精神と意思、個人のうぬぼれ

のために悪用することである。徳は創造の不思議に雄々しく応ずることにある。十＼　　　＼

　ロレンスはアメリカ先住民の徳の具体化されたものをアメリカ先住民の行うリレー競走のうちに、

次のようﾄに捉える。アメリカ先住民がリレー競走をしているのは、競走に勝うためでもなく、賞を

得るためでもなく、勇気を見せるためでもない。し彼らは＜半ば苦しみでもあり、ﾚ半ばエクスタシー

でもある緊張のうちに全力を出して、トラックのない創造というもののトラックで果てしなく繰り

広げられる人類の競走で、自分たちの種族が来る年も来る年も月々の変転を切り抜けていくことの

できる創造力を自分の魂の中にもっともっと取り入れようと努力しているのである＞(MM 61-2)。

そして、アメリカ先住民のリレー競走に象徴される努力を、＜それは雄々しい努力であり、人間

がしなければならない、し続けなければならない聖なる雄々しい努力である＞(MM 62)、とロレ

ンスは高く評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　ニ　　　　　　●･　　　　　　Ⅲ　　　　　ト　犬　　　　ダ　　］

　平ッヤイ「芽を出すとうもろごしの踊り」は、サント・ドミンゴ(SantﾚDomingo)のプエブロ

でアメリカ先住民の踊る踊=りを見たあとでまもなjく書かれたものである。げレンズはエッセイ「ア

メリカインディアンと娯楽」を書き上げてから２ ・ ３日後にその踊りを見た。＜私は一日か二日の

予定でここに来た、アメリカインディアンの踊りを見に。私はアメリカインディアンの踊りがどて

も好きなのだ＞15）とロレンスはキャサリン・カーズウェル宛ての絵はがきにその踊りを見に行った

ときに書いている。エッセイ「芽を出すとうもろごしの踊り」からも感じ取れる＼ことだが、ロレン

スはアメリカ先住民の踊る踊りがほんとうに好きなのだ。　　　‥‥‥‥万‥‥‥

　しかし、アメリカ先住民の踊る踊りが好きなロレンスはヨーロッパ白人の意識の仕方をするイギ

リス人である。エッセイ「芽を出すとうもろこしの踊り」は、南西部特有の＜色あせた乾ききった

大地＞（Ｐａｌｅ､dry､baked earth)'≪の上を車で踊/りを見に行く途上の簡I潔で手際のよい描写から

始まる。始めて見るサント・ドミンゴのプエブロを捉えるロレンスの捉え方のうちに、ヨーロッパ

白人の意識の仕方をするロレンスとアメリカ先住民め踊芯踊りが大好きで4エッセイ「アメリカイ

ンディアンと娯楽」を書き上げたロレンスが混在している。サント・ドミンゴのプエブロの家々は

＜泥まんじゅうのような乾いた泥＞（MM 63）や、＜今にも崩れ落ちてちりになり、目に見えなく

なってしまう＞（MM63）のではないかど、ヨーロッパの白人であるロレンスの意識は捉える。し

かし、アメリカ先住民の踊る踊りが大好きで、エッセイ「アメリカインディアンと娯楽」を書き上

げたロレンスは次のように捉え直す。ト　1　　　　　　1　　　　1　　1　　　11　1　　　11　1　1111111　1
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それらニ(:≠ザント犬ドミレンレゴ々)プキブ：口の家々

シヤめ大理石が転がり落ちて粉々にな/り√大聖

四角形の:泥を積み重ねﾚだものが√何世紀l:も何世

一片の柔らかい泥を新たに手にする人間の裸め

ろうと=4………ものjとも=.･:.し:な･り:ゝ.の:だ万.･． ･.･(･ＭＭ.ﾚ63)六白

　そして√ａレンズは＜芽をj出すどうもろ:ごしﾀ;

そめ踊町そめものが動yく:小さな森のようだとい:う

近くで歌う長老たちの声√踊うている男たちぺ

うとしでいる＼とき√:ロレレンスは自分自身にもう岫

しずつわかるのだ√全体にういすめ印象ぱま=だが:≫Ｏ

アメリカ先住民め踊るj＜芽を出すとう＼も＼ろjごしの踊

りを見続けてサいるうちにレロレンスは踊らでいこるアメ

ている男たちご女たちの装い√手足･の｡動き:√腕のバン

ルにつけた鈴の音√太鼓の音ぐ太鼓を囲んで歌う∇がﾚな

動き√口＼レンズはそ万ういらたものを÷心に聴=き:√見や

白人の意識は弱ま煮√弱まﾉうな分だけ､jアメリカ先住

　エッセイ｢アメ丿カノインデイアン=と:娯楽｣のな宍かで√

ための前提と七でいること√つまり↓＜私たぢ白人ぱ

リカ先住民の意識を理解することはできない＞というｹ

験を通しでの彼自身の実感に基づく才ものではないかﾚと

ことにようす、：ロレンスノはアメ＼ﾘ=カ先住民の意識に近

たものとは異質のものを探り出しでいく。そ＼して√探

でも、人間が生きでいく上でも価値があるど思われ:る

が大好きだづたのだろう○ ･.･. ＼　‥‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥=二万…………=::

＜芽を出すとう=もろこ七の踊り＞を見ることによﾉ舶ﾚで]，

き、ﾀﾞその意識の産み出したものを探り出すよ:それ

　人間はミ主人と七て､……自分め目的を成し遂jげご

　　　とう犬も＼ろこ六しが成長し4穂を=出しぐ実るこ………とlこ･･=:

　　　ンを食ぺるとき､=∇自分の十度放出しﾉだものをす･

　　　こしに呼び込んであげたエネノルギ十に再/びあずｽ:

ロレンスがずメリカ先住民め意識から裸:り出ｿしたも)

かかわらでい･ぐことによづ=てしが生きてい･くことか

ロレンズの詩に丁あjあ/1……yｙメiJカ人たちぺよ｣∧とﾉりﾚ

:日は復活祭、キリス△ﾄめよみがえうた日だ丁丿二日育

だ！> (Today is Easter Sund町子Christ R沁郎!………:･

Crucified!)"'という107-8行目ﾉの詩句からこし1924年

いるふ｡･このj白までにロレンスが土ヅゼイ｢アメリ･カ

述したとおりﾉである。　‥‥‥‥‥‥‥‥　‥

　この詩が書かれるようになうたきっ･かけは√上4

あ

√太鼓･の

て描き出そ

√＜少

真剣に踊

yく丁踊っ

アメ

ﾚを見る体

踊ヽり二を見る

産jみ出吝れ

きズノいく上

の踊る〕踊り

識に近づ

1かちﾉ自然と密接に

ぷ……万こIの詩ばj＜今

つ廿にざれた.日

Friday圭Christ

と=ﾉが確認されて

¶でいたこ∧とヶは前

ゾにアメリカイン
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ディアン局の偉い白人の男たちとアメリカ政府の偉い白人の男たちが車でプエブロにやって来て、

アメリカインディアンの長老たちを呼び出し、そしてドアを閉めて会議を開いた＞（Ｏｎ Good

Friday the big white men of the Indian Bureau ／ and big white men from Washington drove out

to ／ the pueblo､ summoned the old Indian ｍｅｎ､and ／ held a meeting behind closed doors) （CP

777)という事件である。これまでに引用した6行の詩行に暗示されているように、ロレンスはこの

事件をキリストの傑刑のように、アメリカ先住民をはりつけにするものであると捉える。このあと

38行にわたって、ロレンスはこの事件を皮肉たっぷりに描写する。そ=れを引用すると長くなるので、

ロレンス独特の皮肉は敢えて無視して、ロレンスの捉えたこの事件の内容をかいつまんで説明する

ことにしたい。　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　■　　　■

　タオスのプエブロにやってきたアメリカインディアン局とアメリカ政府の役人たちはアメリカイ

ンディアンの長老たちに次のようなことを話した。

①　愚かな邪教の踊りと儀式を行うのをやめて、もっとよく土地を耕すこと。

②　子供たちを学校に通わせること、儀式の準備をさせたり、儀式に参加させたりして学校を休ま

　せないこと(1920年にアメリカ先住民の子供たちの教育は義務制とされた）。

③　アメリカインディアンの若者が真の百パーセントのアメリカ人になることは、踊りなどをする

　野蛮人のままでいるよりずっとずっといいことである。

④　自分たちの大義をかかげて活動している芸術家たちや髪を長く伸ばした人々を信頼すべきでは

　ない。彼らはアメリカインディアンを現状のままに抑えておいて、百パーセントのアメリカ人に

　ならせまいとしているのだ、彼らはアメリカインディアンの絵を描いたり、アメリカインディア

　ンについて書いたりして、アメリカインディアンによって生計を立てているのだから、アメリカ

　インディアンを貧しいままにしておきたがっているのだ。もし、アメリカインディアンが百八－

　セントアメリカ人になったら、アメリカインディアンの友人である白人と対等の条件で、他のす

　べての人と同じように金持ちになるだろう。

⑤　アメリカインディアンは、自分たちは貧しい、収穫が少ない、白人の政府が農具を与えてくれ

　たらもっと食べ物が得られるのにと不平を言っているが、アメリカインディアンが持っている土

　地をアメリカ政府に賃貸したら、その見返りにすばらしい農機具を与えるだろう。（CP 777-8)

　この詩で、ロレンスはアメリカ先住民の置かれている状況認識を基に、アメリカ先住民の存在を

高く評価し、アメリカ先住民がアメリカ先住民として生きることができるようにせよと、アメリカ

人たちに追っている。ロレンスはアメリカ先住民力置かれている状況をどのように捉えているのか、

どうしてロレンスはアメリカ先住民を高く評価するのか、どのようなアメリカ人にどのような解決

をロレンスは求めているのか、アメリカ先住民に対するロレンスの理解の内実を知るために、そう

いったことを中心に、この詩を見ておくことにしたい。

　アメリカ先住民の置かれている状況に対するロレンスの認識は次のようである。＜アメリカイン

ディア｡ンは、アメリカ政府の被後見者として、ここに生き残っている＞(Ｔｈｅ American Indian

lingers here､ ward of the ／ American government. ) (CP 776)、＜アメリカインディアンは私た

ちのように存在していない＞(CP 776)(he(＝tｈｅ American Indian) is not as we are.)、＜アメ

リカインディアンは絶対的にあなたたちアメリカ人に支配されている>(he(=the American

Indian) is so absolutely･in your power､)(CP 776)、＜アメリカインディアンは絶対的にあなた

たちアメリカ人のなすがままになっている＞(He(＝The American Indian) is so absolutely at

your mercy.) (CP 777)、＜アメリカインディアンはまさに滅ぼされようとしている＞(thｅ
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Indian is about to be /finished off.) (CP 777)0……=j.ﾄ･=……　…………1･=………………　　………

　アメリカ先住民に対するロレンスの捉え方は次のようである。＜フメリカインディアンは昔の未

開の世界から生き延びてきている、その世界には今もなお、意識の秘宝があり、文明の微妙で野蛮

な諸形態があ名６アメリカインディアンは基本的にはﾐ………=宍未:開人だoそれは非難の言葉であるが､＼し

かしまた、非難の言葉でもないのだ＞(Ｈｅ(＝Ｔｈｅ American Indian) lingers on from an ｏｌｄ、

savage world、 that still has/its treasures of consciousness､しits subtle barbaric forms of

civilisation. /He iS､ basically､a savage : it is ａ tetポ=ﾆ涯reproach,/but 41必､乱is ｎＱtｹﾞａtermし(jf

reproach.) (CP 776)、＜アメリカインディアンはアメリカ土着のニつのもめである＞(Ｈｅ(＝Ｔｈｅ

American Indian) is the one thing that is aboriginally Americaね｡)(CP776)、＜アメリカイン

ディアンはだいたい、ずっと前にローマカトリック教徒jになった未開人である､レしか七、厳密に言

えば、未開人である。アメリカインディアン特有の意識、アメリレカインディjアン特有め慣習としき

たり(儀式)を持っている未開人である> (he (=the American Indian) is a savage who ｈａＳ、

for/the most part、 long ago entered the Roman Catholic Cねurch./But strictly、he is ａ

savage./He is ａ savage with his own peculiar consciousness、 his own/peculiar customs and

observances.) (CP 776)､〈アメリカインディアンはアダメリカ固有の種族の最後のもﾉのである＞

(Ｈｅ(＝ＴｈｅAmerican Indian) is the last of the originally American race.)ダ(CP 776)･､＜アメリ

カインディアンは(ここアメリカに)やって来たものでは決してない。やってきたのはあなたたち

だった、アメリカ人たちよ＞(tｈｅ Indian never came./ It was you who came､Ameriぐans.) (CP

777)、＜アメリ＼カインディアンは害にならない。数がずづと少なﾉいので√い｡かなる方面でも心配を

もたらすようなことはない＞(Ｔｈｅ Indian does no harm./ He is far too 佃ｗ to cause any appre-

hension ／ in any direction.) (CP 777)。　　　　　＼　　‥‥‥‥　　　‥　　　‥‥。

　このような認識に基づいて、ロレンスはアメリカ先住民がアメノり………力先住民ﾚどして生きることので

きるようにすること、それはアメリ力人の義務であり、アメリカ人の名誉にかかわる問題であると、

アメリカ人たちに訴える。ロレンスは、＜アメリカ人という名称が、もっとｹもよい意味で取られる

とき、高潔のしるしであるならば> (if､taken at its very best､ 緬e title A加尚can/is a patent of

nobility) (CP 775)、＜それなら、ノブレスオブリージユ(高い身分に伴う道徳上の義務)だ

(Ｔｈｅｎａｏｂｌｅｓｓｅｏｂｌｉｇｅ.)(CP775)として、アメリカ大の知的な人:列こその解決を求める。ロレン

スが訴えかけるのは、大衆でもなく、ある階級、党派に属する人々でもなくｹﾞ√知性を有する個々人

の心に対してである。ロレンスはインディアンの問題が政治問題となり、＜相争う政党間の、利害

関係者間の戦いの口実> (a casus加lli/hetween conflicting political parties√and/contending

interests) >(CP 777)にされてしまったことに憤慨している。口＼レ]ンズの意味する知性を有する人

とは、アメリカ先住民に対するロレンスの捉え方を理解し、認める人であるということを当然含意

するだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　…………………し　　　　ﾚ。

　アメリカ先住民がアメリカ先住民として生きていくこレとができるノためにアメリカ人がなすべきこ

ととして、ロレンスが提案する解決策は次のようである。しくあなたたちアメリカ人の高潔さで、ア

メリカインディアンの周囲に線を引＜ようにして、その線を超えて＼これ以上の干渉をj自制する＞

(let your American ｎｏｂｌｅｓｓｅcompel you/to draw 4 line aｒ面姐 the Indians、beyond which

line/you abstain from further interference.) (CP 779)。そして:、アメリカ先住民の問題を政治

問題にするのを止めて、アメリカ先住民を政治家たち の手から引=き:離す。そのために､:アメリカ先

たちにようﾉて1管理運営される十分な基金のあ住民局を、科学者、有能な人類学者4歴史家、文学者たちによう

る常設の局にするか、またはその管理運営をアメリカ民俗学協会に移す。

この詩はロレンスの生前、発表されなかった。
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　最初のニュー・メキシコ滞在中、ロレンスのものを見る眼は、特にイギリス・アメリカ文学によっ

て培われたアメリカ西部に関する観念に支配されていたということができる。このことについては

論じたことがあるので、ここでは要点だけにとどめたい。18）ロレンスはニュー・メキシコもそこに

住むアメリカ先住民も、アメリカに来る前に持っていた観念に依って見ることに甘んじていた。ロル

ンス自身のことばを使えば、＜イングランドに生まれ、フェニモア・クーパー(Fenimore

Cooper)によってアメリカインディアンに対する興味をかき立てられたので、私の心には、それ

（ヒカリリヤ・アパッチ収穫祭(Jicarilla Apache Harvest Festival)の場）は「乱暴で波乱に富

んだ西部」(wild and woolly West)ではなかった＞19）、という失望に終わることになる。ロレン

スにとって、アメリカ、ニュー・メキシコは一つの場所としてよりは、一つの観念として、つまり、

新しい世界、自由の国、エデンの園、自然のままの野生の地、高貴なる未開人の住む所、としてあっ

たのである。

　最初のニュー・メキシコ滞在中、ロレンスは自分の見ているものが、自分の観念に合わないといっ

て、失望するだけではない。ロレンスは自分の見ているものを、自分の観念に引き寄せて見ようと

もするのである。上に引用したのは、最初のニュー・メキシコ滞在中に書かれたエッセイ「アメリ

カインディアンと一人のイギリス人」の中の一節である。このエッセイで、ロレンスはアメリカ先

住民と彼自身との間には、はるか昔の人類の起源にまで遡る共通項があることを認める。しかし、

ロレンスは、ヨーロッパ白人の意識を有する人間として、アメリカ先住民のところには戻りたくな

いと感じる。だからといって、ロレンスはアメリカ先住民を否定したくもない、アメリカ先住民と

の関係も絶ちたくない。ロレンスは彼自身とアメリカ先住民との間に越えることのできない溝があ

ることを感じながらも、その溝を越えることを願う。この願いは、アメリカ先住民を自然のままの

野生の地に住む高貴なる未開人という彼の観念に引き寄せて見ようとしていることから生じてきた

ものではないだろうか。

　また、ロレンスは自分の見ているものを自分の観念に見合うように見ようともする。最初のメキ

シコ滞在中に書かれたもう一つのエッセイ「あるアメリカ人たちと一人のイギリス人」では、ロレン

スはアメリカ政府の推進するアメリカ先住民のアメリカ人化政策によって、＜（アメリカインディ

アンの）プエブロは解体に向かっている＞2o）と、アメリカ先住民の置かれている状況を認識する。

その認識に基づいて、ロレンスは＜アメリカインディアンに自然な死に方をさせよ＞（CA 242)、

と主張する。この主張を支えているのは、＜アメリカインディアンのプエブロは今でもアメリカの

生活の中心にある＞（CA 243)､＜アメリカ的であるのは今でもアメリカインディアンである＞

（CA 243)というロレンスの観念である。この観念はアメリカ＝高貴なる未開人の住む所の言い換

えに過ぎない。

　再度のニュー・メキシコ滞在中には、ロレンスは自分の見ているものをよく注意して見て、見て

いるものの表面の下にあるものを探り出そうとする。ロレンスは見ているものと自分との違いを認

めた上で対象を見ようとする。そして、ロレンスは見ているものの他者性を理解しようとする。そ

のために、ロレンスはヨーロッパ白人の意識をできるだけなくすように、見ているものを一心に見

つめる。一心に見つめることによって、ヨーロッパ白人のロレンスの意識は少なくなり、見ている

ものの他者性に近づくことができる。そして、ロレンスはそこにあるものを探り出す。ロレンスは

異質なものを異質なものとして見て、そこに近づき、そこからロレンス自身が生きていく上でも、

人間が生きていく上でも価値があると思われるものを探り出そうとする。

　そしてまた、ロレンスは異質のものが滅ぼされようとするときには、異質のものがそのアイデン
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ティティーを保持して生きることのできる道を考え出し、他の人々にも働きﾌﾟかけようともするので

ある。
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